
2022年2月6日 主日礼拝賛美歌

●『讃美歌』２８番（１節）

１．わがたま たたえよ

大地は光に 目覚めぬ

あけぼのうるわし

くすしきみ業を ほめまつれ

アーメン

●『讃美歌』５５２番（１節）

１．みちにゆきくれし 旅人よあおぎ

恵みのみ神の 御言葉をきけや

うれいの雨は 夜の間にはれて

つきせぬ喜び 朝日と輝かん

アーメン

●『讃美歌２１』３６０番

１．人の目には隠された ただ一人の生ける神

全能なる主の御名を たたえ歌え 声合わせ

２．神の業は休みなく 音も立てず進み行く

その正義はそびえ立ち その恵みは限りない

３．どんな小さな命にも 神は花を開かせる

草はすべてしおれても 主の言葉はとこしえに

４．人の目にはまぶしくて もはやとらえきれぬほど

天の神のみ栄えは 光放ち世を照らす

アーメン

●『讃美歌』５４１番

１．父、御子、みたまの おおみ神に

ときわにたえせず み栄えあれ み栄えあれ

アーメン


